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PDC（Process Design Concept）；測定技術

成果 プロセス
ユーティライ
ゼーション

スキル＝ × ×

PDC

（Process Design Concept）
プロセス・デザイン・コンセプト

効果性の向上 能率性の向上 効果性と能率性向上のエンジン

ホワイトカラーの成果と行

動を定量的にマネジメント

する技術；HPT（第 7回／全 10 回） 

ホワイトカラーのマネジメ

ントはどうあるべきか？（ア

クティビィティその②） 

 
定義された成果に基づいて、自

らデザインしたプロセス（＝効果

性）と、必要投資時間を配分し

た時間資源（＝能率性）に相乗

効果が生まれると、「生産性が

飛躍的に向上」する。付加価値

を創出しながらコストを抑える技

術を習得してみよう。 

 

P D C
ピィディシィ

（プロセス・デザイン・コンセプ

ト）；測定技術（個人）  

 

PND に沿って進めてきた中で、

唯一定量表現されているのはゴ

ールだけである。但し、ゴールは

企業の“結果指標”であって、結

果を導くためにもまず個人の“先

行指標”をマネジメントすることが

企業経営成功の鍵となる。 

その、“先行指標”をアリアリとイ

メージするためにも、定性表現と

定量表現がセットであることが望

ましいが、定性表現だけで“先行

指標”をマネジメントしてしまって

いることがある。そのような場合は

往々にしてマネジメントが属人的

になっている。一方で、定性表

現に定量表現を加味すると、属

人的ではなくむしろ努力の程度

が見えてくる。例えば、「素晴らし

い計画と成果」、では何がどの程

度素晴らしいのかイメージできな

い。「あなたは計画に対して達成

率が 104％であった。これは成果

レベル 3（Max；レベル 5）の定義

に沿った素晴らしい計画に従って

臨むことができたからであろう」、と

言われると、素晴らしい内容がア

リアリとイメージできるものである。 

これまでの連載で述べてきた、フ

ァンクション（組織機能）～アクテ

ィビィティ（具体的活動）までの定

性表現（機能定義・役割定義・

成果定義・デザインプロセス）と、

“先行指標”に該当する定量表

現（成果レベル設定・デザインプ

ロセス投資時間資源配分）を繋

げる測定技術が、PDC（プロセ

ス・デザイン・コンセプト；Process 

Design Concept）である。（参

照；PDC） 

 

成果＝①；プロセス×②；ユーティラ

イゼーション×③；スキル 

 

PDC（プロセス・デザイン・コン

セプト）は、「プロセスをデザインす

る考え方」と意訳する。成熟の

時代だからこそ、あなたにとっての

達成可能な成果ではなく、ステ

ークホルダーにとってのあるべき成

果を定義し、その成果を達成す

べくプロセスを、その時々の状況

を考慮しながら自らデザインする

ことによって説明責任を果たす、

という意味が込められている。 

PDC では、まずあるべき成果

を定義することによって、「①；プ

ロセスをデザイン」し、そのプロセス

をデザインすることによって、「②；

必要な投資時間」を決める。本

来ならこの二つで成果を創出す

ることは可能なのだが、そもそも

決めた時間通りにデザインされた

プロセスを進めていくことが可能な

のかどうかを検証するために、

「③；必要なスキル」を事前に把

握、吸収しておく必要がある。 

 つまり、あるべき成果を創出す

るためには、①；進め方（プロセ

ス）、②；組織の仕組み・時間

（ユーティライゼーション）、③；当

事者のスキル（スキル）、の相乗

効果が必要であり、

どれか一つでもゼ

ロであるならば、残

り二つの因子がパ

ーフェクトであって

も、成果がゼロに

なってしまう。関係

者が個人の行動

に干渉することなく

成果管理だけで

進めていくためにも、

当事者がデザインしたプロセス、

ユーティライゼーション、そしてスキ

ルを個人管理できれば、個人・

組織共に成長への要因が明確

に見えてくるだろう。結果、早急

な対策を打つことにも繋がる。 

 但し、スキルに関しては ROI が

短期間で明確に見られることが

約束できないから、HPT 運用時

には測定の対象としない。スキル

の向上には継続的な教育投資

が必要であり、HPT プロジェクト

では、パフォーマンス・コンサルティ

ング（成果ベースドトレーニング）

に基づいて別途機会を提供する。

成果を軸にブレークダウンした教

育プログラムであるからこそ教育
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投資がサンクコスト（sunk cost）

に繋がることは少ない。 

 

W-ROITM（White collar ROI）；

測定技術（組織） 

 

PDC は、一つひとつの仕事を

分解した考え方である。しかし、

ホワイトカラーは一つの仕事だけ

に従事していればよいのではなく、

役割定義された仕事全てを

粛々と進めていく必要があり、そ

れらを網羅した形で測定する技

術も必要とされる。 

PDC 結 果 を 使 っ て こ の

W-ROITM を展開すると、役割定

義に基づいて当事者個人の業

務に対する“生産性”の度合い

が定量的に見え、組織機能内

において当事者同士の比較がで

きるだけでなく、組織機能が異な

っても比較が可能となる。例えば、

同じホワイトカラーであっても、営

業部、人事部、研究開発部、

総務部、では、機能定義が異な

るので役割定義

はもちろん異なる

が、W-ROITM に変

換して比較すると、

組織横断的な比

較が可能になり、

付加価値に関与

した時間と成果を

共通言語に会話

ができる。全社展

開する測定技術

としては最適である。 

 

振り返りが成長を促す 

 

当事者の意識と行動を向上

させるためには、W-ROITM 測定

結果を評価する以上に、PDC を

振り返ることが気付きの醸成に

繋がる。PDC で振り返る時には、

プロセス、ユーティライゼーション、

スキル、の三つの視点で振り返

る。 

 プロセスのロス；期限内で

成果を計画的に導けなか

った場合にまず注目する視

点は、プロセスである。つま

り、正しいことに正しく取組

む過程に問題がなかったの

かを検証する必要がある。 

 ユーティライゼーションのロ

ス；プロセスが最適であった

としても、仕事を適正に処

理できているかどうかを振り

返ってみる必要がある。但

し、ユーティライゼーションに

おいては、二つの見方に分

ける。①；個人的な業務上

の都合により、仕事を適性

に処理できなかった場合。

②；組織的な業務上の都

合により、仕事を適性に処

理できなかった場合。 

 スキルのロス；プロセスに正

しく取り組み、ユーティライゼ

ーションも適正に処理でき

ているにも関わらず成果が

思わしくないのであるなら、

成果を創出するために必

要なスキル（知識も含む）

が身に付いているのかどうか

を振り返ってみる必要があ

る。本来、このスキルがしっ

かりと身に付いているからこ

そ、現場で対応できるコン

ピタンス（competence）とし

て応用することができる。

（参照；あなたはどのレベ

ル？） 

 

次回のテーマ 

 

第 7 回では、「アクティビィティ

（その②）」と題しマネジメントの

測定技術をご紹介しました。次

回は、「T型のS型化推進」と題

し、テクノロジー（技術化）に関し

て解説します。 

 

出版のご案内 

 

2007 年 7 月（予定）、「ホワイ

トカラーの生産性を飛躍的に高

めるマネジメント；HPT の実践マ

ニュアル（仮）」が（坂本裕司著）

出版されます。 
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